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砂12月4日-10日は人権週間。人権意識を高めましょう F

"'，.体育館で f婦人パレ ポ Jし選手権Jが行われ 600人の女性がさわやかな汗を流じました.
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saへ・

し方住居表示の届け出と住所の表
住居表示盤舗を実施している巨銭内で、建造物を新築したり 政築や祖国築のため出入

り口を変更ずる場合は 工事が完成する直前に市役所住居表示裸P 届け出てください.

H・7凶Z掴.叫 付近見開幽入り口を闘でさ ニ条栄町 ・三条訓町 '三献 町 砂革 本町 ・三象

る平画図嵐"出宥のttr..o 省前町 ・ 集大路一一五HI ・凶条太陽一一、 ，了日 ・

媛住居師開祖区酬でのを同相変し1i.，不動担問 師会馴町 H 条一了Il ~ ¥:A同町一I目 ・時 事
め所在町名と住硲.不め信号 町 ・Z込町一一ー三了日 惨怯陽台一~園了" ，管野台

{了日) 旦 . 0 Ol!- H;'官.七rrl ・大安J学内 TIl ・聖書鮒R町 ・e
制刑 {凶.. 録制I 同 制一七r臼 吋 松山中町 叶 緑川一

〈札くは柿耐帥担へ. -nT日 開 帥叶 同 劇回一丁IJ ~ W刷、

【曲酷醐咽錯し乱、開名】 帥 町川町 ・時 三丁目 同 .疋町一 同I目 ・H 今丘一-/;Tfl ・

三糊町一 二1"1] ・旧制 .尼枇北“ゆ併問町 ，吃込四爾町 E町宮刊，丘ト一一~三訂ru ~ 
.尼i途主岡耐阿町 "ゐ島4刷拘め檎s之匙-、三了" "あ、，わ-，めの泊池"陶"一一 跨H甫町一一一-気1目 '砂'一粂町一九三了11 ~ J東範.紀e;与'町一、三了
，れ、 入7目 .犬宮町一~ニ h 七丁日 '大.館商町 惨 臼 "使医坐，楚" 丘 二伺一，了日 .疋凶聞町I一今、-三丁E町1 

1大k包倭磨町 .也Aふ弘町 .守学酔圃.馴阿"町 "学帽.一 二丁目 " 百濃四一-1i了日 砂平銃一、五了u・aノ本台一一岡
..岡町一~三了日 砂学猶緑令丘 一、三TLJ ・北畳実今丘 rtl ・玄業一一五丁目 ・=:11一~七丁目 惨酬雀費'"
-丁目 ・，.泊一三丁目 1>1i*lr付織の耐を 惨卦ーさrll ・ .，丘 ..;，c，一三了日 惨大粂

，提示T9l!lItl川相 ..  十一 rf1 I>n師ー 二 恒子、大TII 惨持 刷、三rtl 1>1，.台一一阿目
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大争前緑町 ・lIIi);:I学:jt，.fr ..商大#Jtl・町一 一".
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所.町包 f旭の..

くわし<11m酬明n酬輔または間耐震、

ロ
月
市
日
i
目
白
川
ゆ
園
民
健
康
保
験
料
第

7
期
分
の
納
期
で
す
H
納
付
に
は
便
利
忽
口
座
復
笛
を
ご
利
周
く
だ
さ
い



ニ康夫沼爾丁目，-，・お姐5ぜ〒630市I!min34-1 1 1 1絢

一
障
害
者
週
間
に
つ
い
て

ロ
川
3
白
か
ら
の
一
週
間
は

「・
帯
谷
週
旦

で

ロ
M
n
9
H
U
「
陳
脊
弘
仰
の
日
」
で
す

E
F
Lて、
ろ
い

ZEe-】何

問
、
た
ど
〈
た
め

ιfu
手
帳
の
交
付
が
H
t

?

・市役所
3

2
-一習
の
す

堅
手
続
長
で

i
t

川
，
禄
・
膏
笥
チ
・

身
体
t
陣
容
の
あ
る
人
が
い
ろ
い
ろ
な

量
五
百

i
s
i
;

E
E
A
2
1手
車
交
付
さ
れ

ま
す
・E
Iド
u
Z、
E
a
s

i
-
-
:符機
能
重
た
は

そ
し
e
〈
拠
能
め

E
5
4
n陶
化

担

じ

ん

腺

E
すこう
E
し
く

は
武
騎
ま
た
は

4
・
の

E
の
帰
省
が
あ

旬

B
i
t
-干
6
・
に
区
分
き
れ

ま
す
・

川
-m
宵
季
.

知
的
障
奮
の
人
が
も
ろ

ー、
ろ
な
揮
磁
を

受

1
4
4必
要

卒

事

忍
定
さ
れ

る
と

E
T
i車
交
付
さ
れ
ま
す

E
8
5
S測
定

値

栓

在

日
常

2
m
t
f品
t
応
じ
て
苦

闘
に
網
走
し

A

〔
宜
痩
)
B
Ahv純
度
)

に
ほ
分
さ
れ
ま
す

-R
i
g
-
mへ・

催
し
• 
教
室

園
総
古
福
祉
セ
ン
タ
ー

・

2
1一

-

e℃一

O
E
6
Z一
O七乞一

タ
ン
ス
パ
ラ
ダ
イ
ス
%

を
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崎
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ω午
後
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時

i
1
8防

-・
桝
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原

閥
復

兇刷ズ行時 開マれし. ー サ年た同 i 簡， 1ドn " :t-t<': -t'"券ン鱈以
狗辺復 ・と さ そ"ちて行進> * い齢11."隊周隣組 ・の 剥 ど敬 醤吾心 ・. をタれよ
S， 良E-ez:Ht i詰 町 長 三 て電TTqt主.22書 ， ゲ:Las主主 ，t
z zzg品i.主ffu ft云fii211EE日間 しpf i ai富山町高
原11i Zi Z3自由ピ雪百分り し健食-iHS2サ産品Zit zsz 
mfir-PRで11号iiffliftfiihiil??FM
zi11WE言語i去1FEiiU1『;7.;211;iif:
ati7抗野需開宣童?fEit+RiEjiiii:iiiiiz 

ト
重質調匡金福号と陰 従来 園良貸手盆厚金年盆

fヒ..モ仰で.
"nにより 盆開1Ja(~とに行われている届出忽ど". .櫨年盆番慰ひとって情うととができるように怒りま..

ヨ医た 寄限度を遇じた銅入配錫"墨礎年盆.号ひとつで史種できるとと/.)'6隼金相自費 量手金手織を"込監にできる
よ:うに怒りま，

基礎年金番号がスター
災済組合の各年盆，燈ごとに隼金番号を般定してし、たものを共通

来年1月

。あ芯たの基礎年金番号肱こう忽ります '0
-11月中に基礎年金番号をお知5ゼします。

今加入きれている制慢の年金子恨の

香母がそのまま島健年傘.砂1:! 

.後i加入されてもた制度の年盆
F艇の喬号"島健等金書号+=p 

聞民S事盆または'厚生年禽.

険l納入している"

国民地1'"IJ厚生年醐
険の年金，受げている"

年
金
事
・
の
E
・
a
E

-
が
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た紙一一

実務組合に加入Eやまたは

共演年盆を受けているn

主…
手足受.'字1I! /1防衛文 i

公的年金i加入する"

-与金手帳の記号.号，観鮫待つでい

る方ドは 2基礎年金.号..知らせす
るために a舎の制度ごとの編入記録
をつな〈アため お1門事九の隼盆乎般の
配号喬号を照会し 厨谷をいた"'ニ

ととしています.ご働力お刷いします.
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第31回市民マラソン大会 人権尊の根講演会

メキシコオリンピック躍メダリスト君原韓三 みつめよ う l生白1そう 1ひろげよう l

さんと量コてみま喧んか.
差別町主い社舎の実現に商けて、茜地区で『人植」

lと菅 121111日脚午前且時"分且ター ト[受付は
辛子 マと Lた人権草の楓揖摘会を聞櫨Lます。

午前7時半、畠時)問主続行
くわしくは、市在所社会批宵謀へー

lコー>1晴ノ地陸上世技場→岳良国産組→なら中ま
[定員] 持圃， "人

大通旬析句遍L
l置踊絹] .，、

[圃1制帽1!I! 1 lIi = I 0I<m.中苧生量船く"世臥上町興 l'I..j，!，hJ 不要.直接会場へ.

女. 温 区 ， • 企こ ろ 胃 • 司R • 事，.・5，mo市在住在勘在守的中7
棋同"‘宵 品cH骨仁

生以上町署H:(士嘩古事者"臨..町卓也が .. ・
日月日11'10

宇崎公民..;.・叫a正"記m Uiために
干量 ;~ -j崎 固.(Io!~ん 宅"晴、It~・ct-J!). 

車 '"圃2.5km.市在住在学時小守4、 担金書量且惇
障嘗富町控盈..  e実.

"'1 "'H帥 "，量
6 "1'生田明 ú ，保田軒町..が~::<J . 苧畳T時 '時

m 民3・
事車川匝ーa町

、1e， hったAたちと
M ・ ん"，..

駅伝ーl他 国5区間.吉中華位明.， チ ム 宵 ~ IH4 

まで(中学校畏円車置が主要}
-ー 剛山 ・組un関e・小開

A・
日H口>I'jO 、.，がgl.

1.部制1.岨円円、学生は恒同円〕 .. 干盆7崎 '時 8ん AつめH.と

1'l..il>iJl市住所体育碍、.出積所司公民自由に帽.Ht 揖，岨‘ ... 

け町田艇に書." 返量刑はが畠，埠えて 調 ‘ 日I1<llh劃 轟く‘"伺.. 

1 Jj 10日までに市惜所体育謀へe 干"崎、.. 
m 畑1a2畑町 1'.づ"を場奮闘 笹 事ん

組 L仙創刊ロ
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奈良市青年作品展出展作晶を募集

-・年の文化蓑漏'"惨活'闘を奨励湿興しようと 附と市現青書闘会ア突のとおり作屈を..慢し複す.

醐 1<1:. 1月期目用問叫怒らまちセンター{同町〉甘即時叩在

住四回15-30*OJlt軒山市町の1人明日間同町.

。出量規循

・回*....10号以上 ~号以内で銅製したもの
叫 調---](i号以上掛川市舎をしたもの.闘岬ムホール 122.7"，x lHcal以上とします
・酬…輔，~斬き幅高~I SOoo' .さ叫以内とします

・エ墾 平菌作品は艦.. 旭欄鮒四回以内kし綱策をしたもの.立体作品"般ゆ伐温綱縦油商き剛旭.き

IlUl以内と Lます (魚妬珍.，醸ずるものは除会ます}

..…此が旬醐1リm酬で縦..，圃伽，.州とし制または仮酬しで〈だ"

"写寓 カラー モノクロとも臥作品とし 囲ツ切から全・"でとします.作品" バネル，をまたは編後Lて〈どさ」
O議..  珊
惨破槻，.すいもの 拠奥，敏つもの高温を侵するもの動力掘を必餐kするもの ヲl火栓の強ι もの腐黄金しや
すももの H 腕織と恩われるもの醐吋わないものは受け付けられまぜん

。.，副秘の鳩合 ガラスヨ優句の4らのは極力会けて〈だちい..た 展示期フッタにかかるように 必ず紐をつけておい

て〈ださい.

・1:'[抗力による作必の傾偏については費!Hf'1いまぜんa
砂指定期日!:.附され企b作品iつ、では責任を筒、まぜん.

0・""け付げ
1月羽目 H守備ゆ時午後4時.ならまらセン，-，暗合則廃山コ ナ

。.'い合わ蛍 市役所祉会股宵置へ

"1舗凶山崎
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.1盤や包るごみ
0'手本の収集日 12)130日明ト月曜日の"蛾を特別収集します

!日 "日脚i 火曜日の酬を特別収集します

*12)123日'"地常遁句収集します

.慾やゼ芯いごみ

。年初収集日 12}!別叶岨日の闘を制収集します

・大型ごみ有膏ごみ

。申込受付環境清算第一夢務所 n71-9011

{ただし 一自宿泊・蛾Wlt奈良市清喰公社

月間匝目~金曜日の午前8降、午後3時

("丹、'"'秘も受付 金手本112711午後3.まで)
・ー自につき6lrまで申し込めます.
・舵竃地や質光灯ミ撃の"千件ごみl志向敏に含めません.

・小物粛や自分で刈った革本等l左衛わ袋にまとめてくださし@

• I!Iし込み以外のごみは収集でさ まぜん.

傘年"俗特に周防し込みが殺到するため年内に収集でき触し'"合わあります.

自担 し帥"早肌摘し1l.-，3!~

.環想弘司1'"センターへの持"込み(電時速鎗肱不要)
。受付時間 月曜日、金凶日の守前9時也、後4時半まで
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・古紙布頒等も持ら込みできます.
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クルタヴ〆Jに量I!tt，-'J't岨から酎劇団きれました.
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ル判..に陶けて先進的な取り・保全行つでいる.市tl!l泊康膨する
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「トレ一回収事実」など多hlll:bたる ごみ純量 '.ザイクルに向

けた市の安"と町民のみな各んの取骨組みが碍値され文 4らのです.

今後ともご憶力をお・いします.
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奈良じみんだより陥商笠弧を使用していぎす.
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